
※新型コロナウイルスの感染状況（コロナウイルスに関係して講師が対応できなくなった場合
も含め）によっては、開催延期または日程・講座内容を変更するの場合もありますので、ご了承
下さい。
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または右上QRコードでご覧になれます。

申し込み期間：２０２１年５月１０日～５月２８日（金）・受講料無料

主催：北部地区農でグッジョブ推進協議会
問い合わせ先：北部農林水産振興センター農業改良普及課 Ｔｅｌ：0980-52-2752 岩本・山城・田仲

講座受講申込み用紙に必要事項を記入の上、５月２８日（金）までに住所のある市町村農林水産課
窓口に提出して下さい。
※ コロナ感染防止のため、申込者が多数の場合は人数を制限させて頂きます。

開催日 曜日 時間 講座内容 講師 場所

1 6月8日 火 13:30～15:00 開講式・オリエンテーション・新規就農者への支援制度・課長講話 山城信哉・課長

15:30～16:30 北部地区農業青年活動の紹介(農業青年クラブ紹介) 北部農業青年クラブ会長

2 6月15日 火 13:30～15:00 複式簿記のすすめ・農業者年金の活用 青色申告会・JA

3 6月22日 火 13:30～15:00 農地確保の方法・農業共済・制度資金の活用 中間管理機構・農業共済・沖縄金融公庫

4 6月29日 火 13:30～15:00 就農計画・経営計画・経営改善資金計画の作成方法 岩本由美、諸喜田吉輝

5 7月6日 火 13:30～15:00 市場流通のしくみ 沖縄協同青果株式会社

6 7月13日 火 13:30～15:00 病害虫防除と農薬使用の基礎知識、環境保全型農業の推進 仲宗根琢洋

7 7月20日 火 13:30～17:00 農業機械の安全な使い方（座学・実習） 農業機械士協議会北部支部 農研名護支所

8 7月27日 火 13:30～15:00 土づくりと肥料、土壌分析結果の活用 新崎千江美

9 8月3日 火 13:30～15:30 先進農家に学ぶ（セミナー）・閉講式 北部農業士会

開催日 曜日 時間 講座内容 講師 場所

1 6月10日 木 13:30～15:00 露地野菜（カボチャ・オクラ）の栽培 仲宗根弘晃

2 6月17日 木 13:30～15:00 マンゴーの栽培 小笠美由季、宮城早苗

3 6月24日 木 13:30～15:00 農産物活用の基礎 富村盛也、座喜味清美

4 7月1日 木 13:30～15:00 サトウキビ・イモ類・その他作物の栽培 平松梢、大城和久

5 7月8日 木 13:30～15:00 子牛と母牛の飼養管理・草地管理 本田祥嵩

6 7月15日 木 13:30～15:00 菊・草花・観葉植物等の栽培 新崎千江美、登川雄介、中村悟之

7 7月21日 水 13:30～15:00 果樹（パッションフルーツ・パイン・アテモヤ等）の栽培 宮城早苗、儀武香代子

8 7月28日 水 13:30～15:00 施設野菜の栽培（ゴーヤー） 屋良利次、仲宗根弘晃、仲宗根琢洋

令和３年度　新規就農講座・専門コース

令和３年度　新規就農講座・基礎コース

*　新規受講者には、基礎コースの全科目受講をお勧めします。　出席率80%以上の方には修了証書を授与します。

*　講師の都合で開催日が変更になる場合もあります。

旧普及センター
（農大敷地内）

旧普及センター
（農大敷地内）

旧普及センター
（農大敷地内）



普 及 だ よ り

（担当：新崎千江美）

令和3年度「土壌検診週間」
中止のお知らせ

北部地区土づくり運動推進協議会では、生産者のみなさまの土づくりに
役立てるため、毎年「土壌検診週間」にて土壌分析を実施してきました。
今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、例年６月に実施し

ておりました「土壌検診週間」を中止とさせていただきます。

なお、土づくりや土壌に関する相談については、
引き続き農業改良普及課にて受付けておりますので、
お問い合わせください。

何卒、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

エコファーマーとは…
エコファーマーとは、①有機質資材を利用した土づくり、②化学肥料由来窒

素の3割低減、③化学合成農薬使用回数の3割低減の3つの技術に取り組む計

画を県知事が認証した環境に優しい農業に取り組む実践者の愛称です。

① 土づくり

前作の状況等を考慮して、
堆肥や緑肥等を利用し、
土づくりを行う。

② 化学肥料由来窒素の3割低減をするための技術

局所施肥 有機質肥料
の利用

肥効調節型肥料
の利用

例 例

③化学合成農薬使用回数の3割低減を行うための技術

熱利用土壌消毒・
土壌還元消毒技術

そのほか…
・温湯種子消毒技術
・除草用動物利用技術
・抵抗性品種・台木利用技術
・光利用技術
・機械除草技術
・対抗植物利用技術
・フェロモン剤利用技術
・被覆栽培技術

マルチ栽培技術 生物農薬
利用技術

※申請には、経営耕地面積が30ａ以上または農産物総販売金額50万円以上の生産者であるこ
と、申請品目は、沖縄県の慣行基準が定められている品目であること、等の条件あります。
申請を希望する方は事前にご確認をお願いします。

エコファーマーマークが目印！
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定植前に「土壌消毒」を行いましょう！

（担当：登川 雄介）

今シーズンのトルコギキョウ栽培では、フザリウム属菌による立枯病が多くのほ場で散見されました。
フザリウム属菌は土の中に住んでいる菌で、作物の根や茎を犯して立枯病を引き起こし、薬剤を散布して
もなかなか抑えられない厄介な病原菌です。太陽熱や、還元、薬剤による土壌消毒はフザリウム属菌に対
して効果があることがわかっています。植え付け前に病害の対策として土壌消毒を行うことをおすすめし
ます。各土壌消毒の詳しい方法については、普及課までお問い合わせください。

①耕耘・砕土し、堆肥（2～3t/10a）を投入する。米ぬか・石灰窒素等を利用する場合はこのときに行う。
②圃場全体にたっぷりかん水する（30～60ｔ / 10a） 。土壌表面が湛水状態となり歩くと靴が沈む程度。
③透明ビニールで圃場全体を被覆し、ビニール裾を漏れなく被覆し、約30日以上おく。

① ② ③

消毒を効果的に行うために…
・土壌消毒は日射量の多い、梅雨明け後～8月の高温期に約30日以上、できれば2ヶ月間行いましょう。
・太陽熱土壌消毒の効果は表層から約20cm程度です。消毒後に深耕するのは控えましょう。

薬剤を用いた土壌消毒

薬剤には様々な種類があり、効果や適用もそれぞれ異なるため、目的に応じた薬剤を選択してください。
＊ラベルをよく読み、適用に従って使用してください。

ガスの種類 薬剤名 使用目的

MITC ガスタード微粒、バスアミド微粒 主に土壌病害防除や殺草に使用。

D-D D-D、DC油剤テロン 主に線虫防除に使用。

クロルピクリン クロピク80 主に土壌病害防除に使用。

太陽熱土壌消毒

ビニールを端まで被せて
固定し密閉

水はたっぷり！
この水が熱を深い所
まで伝えます

土壌還元消毒

土は細かく砕土する

ほ場に多量の水、有機物（米ぬか、糖蜜やエタノール等）を投入し、ビニールで被覆、
土壌中の細菌の作用で還元化を促進し、薬剤を使わずに病害虫を死滅させる防除法。

方法は太陽熱土壌消毒と
あまり変わりません

・ビニール裾を完全に密封しないと効果がない
・投入する資材によって消毒できる深度が異なる
・土質や砕土の具合、ほ場の排水性によっては

効果が薄い場合もある

有機物（微生物の餌）
+

地温（３０℃以上）
+

多量の水

微生物の
急激な増殖

土壌の還元化
（無酸素状態）

酸素の消費 酸欠と高温で
土壌病害虫が死滅

ただし！

普 及 だ よ り 令和３年５月１４日 （３P）



普 及 だ よ り

転 入 者 あ い さ つ

（担当：小笠美由季）

課 長
大城 忍

普及企画班
班 長 ★宮城 聡
主幹 岩本 由美

園芸技術普及班
班 長 宮城 早苗

地域特産振興班
班 長 ●座喜味清美

地域調整 ★宮城聡
農業経営 諸喜田吉輝
担い手育成 山城信哉

★田仲かおる
地域営農 二神和靖
庶務 岸本 さやか

作 物 大城和久
工芸作物 平松梢（旧姓山城）
畜 産 本田祥嵩
特産物 ★富村盛也 ●座喜味清美

野 菜 屋良利次 ●仲宗根琢洋 仲宗根弘晃
花 き ★中村悟之 ★新崎千江美 登川雄介
果 樹 儀武 香代子 宮城早苗 ★小笠美由季

伊江村駐在 上原 理
伊是名村駐在 崎山澄寿
伊平屋村駐在 ●下地格

★はR3年度転入者
●はR3年度課内異動者

これからよろしくお願いします！

小笠 美由季

新崎 千江美

中村 悟之宮城 聡

田仲 かおる

富村 盛也

下地 格

南部普及センターから異動してき
ました。普及企画班長として、北
部の農業振興のために担い手の
皆さんと共に頑張っていきます。

現場での課題解決や生産振興等、
島の皆さんと一緒に取り組んでい
きたいと思います！
どうぞよろしくお願いします。

石垣の普及課から異動してきまし
た。マンゴー、ﾊﾟｯｼｮﾝﾌﾙｰﾂ、アテ
モヤを担当します。よろしくお願い
します。

南部普及センターから異動し
てきました。花き（キク）を担当
します。よろしくお願いします。

南部普及センターからの異動で
担当は切葉・観葉です。花き観
葉の振興のために頑張りますの
でよろしくお願いします。

農業大学校から異動してきま
した。農業士等の担当をしま
す。やんばるの皆さん、よろ
しくお願いします。

流通・加工推進課から異動してき
ました。農産物活用を担当します。
よろしくお願いします。

令和３年５月１４日 （４P）


